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V326a 軟Ｘ線から硬Ｘ線の広帯域を高感度で撮像分光する小型衛星計画 FORCE の
現状 (11)
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我々は 1–80 keV の広帯域Ｘ線を高感度で撮像分光する小型衛星計画 Focusing On Relativistic universe and
Cosmic Evolution (FORCE) を提案している。FORCE の科学目的は、「ミッシングブラックホールの探査を通
じて、現在の宇宙を構成する天体の形成史を紐解くこと」、「超新星残骸や銀河団の観測を通じて、相対論的粒子
の起源と総量を測定すること」、および、「若い超新星残骸の観測を通じて、超新星爆発における爆発メカニズム
と元素合成を理解すること」である。この目的にむけて、10 keV 以上の硬Ｘ線帯域にも感度を持つ衛星として初
めて 15秒角の高角度分解能を実現し、既存の衛星と比較して、1桁以上高い硬Ｘ線点源感度を達成する。また、
迷光を抑えた衛星・望遠鏡デザイン、超低バックグラウンドを実現する検出器により、拡がった硬Ｘ線天体にも
高い感度を実現する。現在我々は、次回の公募型小型提案にむけて、FORCE-US チームと連携しながら、サイ
エンス検討とシステム・サブシステムデザインの最適化を進めている。本講演では、それらの現状と今後の方針
について報告する。


